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足
袋
白
掛
諸
行
程

銘
ニ
十
二
一
巻

(
片
山
一
規
一
問
。
)

1'<1 
O 

足

袋

の

製

遣

工

程

(ー)

-

t
工
場
内
に
お
付
る
分
業
の
一
貫
例
|
|

本

田

芳

NIS 

緒‘

仁E

此
世
胞
に
、
小
さ
な
、
一
手
工
業
的
産
物
に
す
ぎ
、
な
い
足
袋
を
、
抑
制
ち
山
L
工
、
研
究
の
謝
象
ご
す
る
所
以
は
、

外
で
も
な
い
。
貨
物
正
し

τの
足
袋
が
兵
布
す
る
正
こ
ろ
の
、
モ
の
特
異
性

ω故
に
で
あ
る
。
足
袋
は
、
我
々
日

本
人
の
日
指
の
消
波
に
充
蛍
せ
ら
る
、
貨
物
で
ゐ
る
か
ら
、
従
っ
て
地
滅
的
に
h
叉
階
級
的
に
も
、
四
時
間
断
な

〈
、
底
〈
需
要
せ
ら
れ
、
生
活
必
需
品
ご
し

τの
可
成
ー
り
の
重
要
さ
を
有
っ
て
ゐ
る
e

】
ご
は
、
今
夏
ム
一
一
日
ふ
ま
で
も

な
い
。
此
蕗
に
収
b
立
て
、
辿
h
b

ぺ
き
は
、
足
袋
が
、
我
岡
刷
布

ω貨
物
で
ゐ
る
、
古
い
ふ
こ
正
で
あ
る
。
印

も
、
そ
の
後
生
か
ら
し

τ純
日
本
の
も
の
で
め
旬
、
今
日
仁
至
る
ま
で
の
後
進
が
亦
、
何
れ

b
日
本
人
の
工
夫
己

後
明
正
に
依
つ

τ
築
き
上
げ
ら
れ
た
も

ωで
ゐ
る
、
ご
い
ふ
結
で
ゐ
る
o

「
わ
が
凶
民
の
生
活
保
式
は
、
大
部
分

外
国
よ
り
山
田
市
市
し
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
あ
る
貨
物
な
り
、
産
業
な

L

り
に
就
い
て
、
そ
の
起
源
及
び
後
詮
の
径
踏

を
辿
る
の
に
は
、
我
が
園
内
に
於

τ求
む
る
よ
h
も
、
支
那
、
朝
鮮
、
或
は
欧
米
諸
国
に
就
い
て
研
究
す
る
り
が



至
蛍
で
あ
る
こ
ご
を
後
見
す
る
の
が
多
〈
の
場
合

t
あ
る
o

し
か
る
に
足
袋
滅
、

め
、
足
袋
は
わ
が
岡
氏
の
生
活
を
最
も
明
か
に
映
し
て
〈
れ
る
も
の
で
あ
る
0

」

日
本
固
有
の
貨
物
で
あ
る
が
た

ご
こ
み
で
、
商
品
ご
し
て
の
足
袋
は
、
我
が
困
じ
於
て
何
時
頃
よ

h
存
在

L
た
か
正
い
ふ
に
、
そ
れ
は
、
比
較

的
新
ι
L
い
雌
史
を
有
す
る
に
渇
ぜ
』
な
い
。
中
つ
ご
昔
の
足
袋
は
、
た
い
て
い
脱
皮
製
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

「
現
今
わ
が
闘
に
一
般
用
ゐ
ら
れ

τ居
る
足
袋
正
、
は

v
同
じ
様
式
の
木
綿
足
袋
は
、
徳
川
時
代
の
初
期
に
後
述

し
た
も
の
で
ゐ
る
。
」
|
|
草
主
害
、
材
料
宇
都
誌
に
つ
い
て
は
、
冒
す
で
も
な
〈
、
共
重
量
を
紐
て
ゐ
る
山
て
あ
る
が
、
今
そ

れ
隼
山
引
は
川
町
(
柑
き

i
職
業
ご
し
て
の
足
袋
手
工
業
者
が
現
は
れ
た
の
は
何
時
頃
で
ゐ
る
か
吉
一
百
へ
ば
、
ぞ
れ
は

矢
張
旬
、
「
木
綿
足
袋
の
資
法
仁
作
っ
て
徳
川
時
代
の
初
期
で
あ
る
o

足
袋
を
作
る
に
加
す
る
滋
日
λ

は
比
岐

的
簡
単
で
、
庖
丁
、
-
断
紋
、
釘
、
銀
な
V
L
に
渇
吉
な
い
上
仁
、
材
料
も
級
め
て
少
量
で
足
る
ピ
U

ム
関
係
か

ι、

応
を
緋
へ
た
手
仁
業
者
は
川
千
〈
後
達
L
た

」

o

足
袋
は
技
術
的
熟
途
ま
で
仁
は
永

ν修
業
を
必
要
ご
し
打
い

か
ら
、
年
期
徒
弟
制
度
が
仙
の
職
業
に
於
り
る
ご
同
絞
に
設
り
ら
れ
た
o

こ
の
形
態
は
、
間
も
な
く
家
内
工
業
へ

己
俊
民

L
て
、
斥
業
進
化

ω
一
階
段
を
進
め
だ
め
で
あ
る
が
、
そ
の
完
成
さ
れ
た
家
内
工
業
制
度
以
、
聞
東
で
は

崎
不
服
の
行
間
に
、
関
西
で
は
大
阪
に
育
っ
た
ご
い
Y

ふ
こ
と
で
あ
る
。
「
足
袋
製
誌
に
始
め

τ機
械
が
際
加
せ
ら

れ
た
の
は
、
ほ
ャ
日
抗
戦
守
川
引
の
こ
ど

T
、
明
治
三
十
年
頃
か
ら
機
械
の
使
用
が
、
に
ん

y
¥庚
〈
行
は
れ
る
に

至
、
勺
た
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
が
傑
の
歳
月
の
附
に
、
足
袋
産
業
は
最
h
進
歩
し
た
生
康
設
備
を
有
す
る
こ
ご
に
な
っ

た
0

」
手
工
業
制
度
よ
り
大
工
場
制
度
へ
、
そ
れ
は
「
貨
に
驚
〈
べ
き
速
い
縫
化
」
で
あ
る
o

今
日
我
が
闘
の
足
袋
事

工
場
を
有
L
生
産
を
営
む
も
の
、
数
は
可
成
り
の
多
数
に
上
る
。
一
』
の
う
ち
大
工
場
制
を
探
b
、

業
界
に
於
て
、

wi 

?li 

凹

刊
島
北
試
の
旧
宮
匙
行
但

料l

) 

第
二
十
三
容

tj"-) 
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説

苑

凹

足
袋
の
製
浩
行
組

第
二
十
三
容

(第一一拙

四

) 

資
本
金
額
五
拾
お
岡
以
上
を
稀
す
る
も
の
、
み
を
血
中
「
れ
ば
、
凡
そ
夫
の
如
〈
で
あ
ら
う
o

堺
市
の
繭
助
足
袋
株

式
1
枇
、
大
阪
市
の
日

ω本
足
袋
株
式
草
、
ゐ

3
5を
製
叫
唱
す
る
九
州
久
留
米
市
の
日
本
足
袋
株
式
曾

刷
、
同
じ
〈
久
留
米
市
の
つ
も
や
た
び
合
名
曾
刑
、
山
地
た
び
を
製
造
す
る
東
京
の
寺
田
合
名
曾
駄
等
。
共
の
仙

は
、
多
〈
二
三
十
高
岡
位

ω資
本
に
依
h
経
倍
す
る
曾
刷
組
織
の
も
の
や
、
個
人
経
管
じ
よ
る
も
の
で
あ
っ

τ川

足
袋
製
活
の
生
産
額
か
ら
昔
一
回
つ
一

τも
、
を
れ
は
最
早
問
題
に
な
ら
白
ほ
ど
小
古
い
。

今
判
叫
が
必
に
取
扱
は
ん
ご
す
る
も
の
は
、
品
収
逗
の
馳
H
M
此
形
般
に
お
け
る
大
工
場
制
の
足
袋
製
造
業
で
あ
る
。
勿

問
中
に
つ
レ

τは
幾
多
の
問
題
が
め
ち
得
る
が
、
先
つ
本
世
相
に
お
い
じ
問
題
ご
す
る
ど
こ
ろ
は
、
こ
れ
ら
大
L

盟

ιも
ご
に
お
い
て
、
足
袋
の
生
産
仁
…
附
す
る
労
働
池
税
(
作
業
遇
税

F
現
い
し
如
何
な
る
盤
底
を
手
し
っ
、
あ

る
か
の
問
題
!
i
足
袋
的
狭
義
に
お
け
る
生
産
品
地
税
の
問
題
!
ー
で
ゐ
る
o

全
工
程
の
分
割
に
つ

て

近
時
工
場
制
度
の
下
じ
於
り
る
足
袋
の
製
造
を
仔
細
に
討
ね
て
見
る
ご
、
そ
れ
は
事
貨
に
於
て
我
々
の
怨
像
す

る
以
上
仁
複
雑
で
あ
る
Q

堺
市
一
副
助
足
袋
株
式
舎
利
に
於
げ
る
足
袋
製
造
の
金
工
程
は
、

之
を
大
別
す
る
ご
き

は
、
原
料
倉
庫
、
原
料
加
工
、

磁
断
、

裁
縫
・

仕
上
及
び
製
品
倉
庫
の
六
段
階
に
分
、
て
概
念
せ
ら
る
、
の
で
あ

凡
五
十
五
五
一
)
の
工
程
に
分
割
せ
ら
れ
る
向

る
が
、

之
を
真
に
細
別
す
る
正
き
は
、

(
註
ご

-
入
山
、

2
原
料
検
査
、

8
北
地
検
査
(
以
上
原
料
意
時
三

4
岬
縫
、
日
斤
一
向
山
糊
制
機
、

6
斤
而
乾
燥
機
、

7
底
制
付
掛
、

o
n
M
阿
乾
臨

樹、

9
色
合
、
日
巾
検
組
合
、
日
揃
縫
、
四
巾
削
機
(
以
上
原
料
加
工
三
日
生
地
引
、

M
棋
師
、
日
底
止
地
引
、
日
底
裁
断
戸
以
上
披
断
)
。
町
政

ilIJI'C， 1足公の話」コ8珂には約六 I五".).:1砲と記されてあるが、えれは大正
-p凹 1~:ユィ下までの ~J川占である。



均
四
穴
明
、
山
色
分
、
却
札
付
、
型
ギ
催
、
泊
目
郡
山
郡
山
岨
軸
川
相
官
、
別
一
晶
表
組
合
{
以
上
縫
出
と
秘
す
る
護
宮
山
中
山
畑
過
程
)
o
m
A
刑判

舗
前
押
、
釘
前
検
、
田
馳
付
、
却
地
縫
、
田
地
謡
、
白
地
挺
蜘
説
、

m立
叩
、
お
側
切
、
白
州
市
曲
、
出
側
鋭
、
出
馳
検
、
計
九
止
、
問
先
付
維

出
、
出
先
制
、
叫
先
松
、
引
制
り
、
必
廻
り
切
、
叫
給
ひ
、
叫
本
市
切
(
叫
上
裁
縫
)
O

刊
世
話
、
叫
仕
上
、
訂
ア
イ
ロ
ン
又
は
プ
ラ
シ
、
川
町
硝
巻
、

叫
箱
入
、
日
検
出
品
。
日
仏
記
り
。
回
入
山
(
以
上

H
上
)
。
出
荷
揃
。
出
相
検
。
同
行
師
、
同
出
荷
札
明
、

m利
也
、
田
山
一
州
統
計
、
印
山
初
(
目

-
拠
口
同
倉
鼎
)
。

尤
も
此
出
胞
に
五
十
五
ご
い
ふ
も
決
し
て
悶
定
的
な
数
で
は
な
U
o
的
も
、

此
等
の
金
工
税
の
巾
に
も

liil 

人

が
↑
こ
の
部
分
作
業
叶
2
-
R
F
E
け
を
措
宮
し
て
ゐ
る
場
合
が
あ
り
、

ま
た
機
査
の
省
略
や
運
搬
系
統

ω簡
略
に
依

h
、
必
し
も
‘
仰
を
迫
う
て
此
等
凡
て
の
段
階
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
曲
、
も
の
で
も
な
い
か
ら
、

成
る
川
婦
人
引
に
は

の
部
分
作
業
が
省
略
さ
れ
る
こ
ご
も
あ
り
う
る
o

殊
に
足
袋
の
製
誌
は
‘
各
季
節
の
異
な
る
仁
従
ひ
、
原
料
の
碕

別
や
生
地
の
性
質
が
亦
異
な
ら
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
仁
列
車
せ
ゐ
も
の
、
中
、
比
較
的
重
要

な
る
二
三
の
工
程
が
、
季
節
ド
よ
り
全
然
不
必
要
ピ
な
る
こ
己
も
腿
?
の
る
。
卸
も
此
等
の
部
分
五
税
数
は
、
附

季
じ
依
り
、
ま
た
日
に
よ

b
、
必
し
も
一
様
で
な
い
。
或
る
場
令
に
は
五
十
以
下
に
て
足
、
り
、
成
品
川
柳
令
に
は
殆

ん
ど
五
十
五
全
部
を
通
過
せ
し
め
な
げ
れ
ば
な
ら
必
Q

(

乱
ニ
)
け
れ
ど
も
此
蕗
に
は
概
括
的
に
金
工
科
を
大
憾
の

順
序
仁
従
っ
て
列
悲
す
る
に
止
め
る
か
ら
・
之
を
多
h
l

方
に
見
積
っ
て
陥
五
十
五
の
部
分
工
程
を
合

U
も
め
ご
考

へ
る
こ
ご
じ
す
る
。

(
陸
ニ
)

例
へ
ば
、
裁
縫
に
お
け
る
側
切
は
側
揺
が
晶
け
持
ち
、
旭
n
リ
切
は
糸
切
が
鋸
ね
て
行
ふ
が
如
〈
、
同
一
入
が
同
時
に
二
つ
を
引
豊
げ
る
場

告
が
あ
り
、
見
詰
検
、
馳
柚
等
の
検
査
に
ワ
い
て
も
、
徒
に
辿
」
る
が
如
〈
、
最
近
に

h

引
け
る
間
半
世
式
円
E斤

4
ω
Z目、

dHM】
仲
立
釦
ロ
ー
と
秘
す
る

新
分
業
方
法
白
白
施
と
批
に
、
慌
に
先
刊
に
劃

L
、
諮
問
に
よ
る
扱
き
検
査
が
討
は
る
L
程
度
に
郵
政
せ
ら
れ
、
共
心
仙
は
措
ん
ど
凡
て
省
時
田

面t

ダH

且
袋
山
製
匙
行
程

第
二
十
三
巻

(
処
一
一
都
一
四
=
一
)

四



I詰

手塩

足
袋
山
製
港
行
程

部
二
十
三
春

(
部
一
挽
一
問
問
)

凹

山

地
に
な
っ
て
居
り
、
同
時
に
此
等
の
検
査
の
省
略
は
品
運
撒
系
統
山
昭
純
化
を
も
掘
削
し
て
ゐ
る
。
越
し
此
隼
の
槍
査
の
た
め
牛
製
品
在
持
ち
廻
る

丈
由
時
川
と
手
射
が
者
L

{
仰
約
せ
ら
れ
る
か
ら
て
あ
る
。
文
例
へ
ば
、
県
朱
子
山
如
き
よ
足
袋
に
つ
い
て
は
、

ρ

ギ
継
が
必
要
と
せ
ら
る
h

に

民
し
、
向
且
袋
に
は
こ
の
品
川
世
が
長
然
な
い
、
別
珍
足
袋
に
は
色
分
を
必
要
、
と
す
る
が
、
本
帥
酬
や
朱
子
に
は
そ
心
必
要
が
少
し
も
な
い
¥
と
い
λ

が
如
〈
、
或
る
純
の
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
不
也
明
'
と
せ
ら
る
、
部
分
工
棋
が
可
成
り
に
あ
る
。
時
に
足
袋
内
羽
匙
は
、
そ
の
時
業
の
特
質
上
必

品問

ι、
紋
殿
、
踊
別
、
事
組
、
季
節
等
凶
如
何
に
臨
ピ
一
必
踏
の
制
品
合
せ
が
、
必
要
止
ぜ
ら
れ
る
叫
マ
で
あ
っ
て
、
山
刊
に
と

ω
合
別
に
A
M
て
も
.
そ

の
組
み
合
せ
が
日
々
コ
一
三
日
乃
至
五
六
百
に
泣
ぷ
ー
と
い
ふ
開
畑
山

E
M棚
め
た
も
白
て
あ
り
、
此
山
唱
の
多
稀
多
様
が
特
別
々
に
少
L
づ
L

川叫
h

は
る
工

碑
削
序
に
よ
る
手
偵
を
へ
て
作
り
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
自
由
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
焼
、
b
ず
一
々
検
討
す
る
こ
と
は
、
貨
は
中
々
容
易
自
業
て
は
な

い
。
だ
か
ら
大
樹
塩
川
剛
山
り
な
い
部
分
工
科
目
蝦
を
前
に
摘
げ
、
凡
そ
一
見
の
足
袋
口
五
十
川
v
削
後
の
工
程
を
掛
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
れ
ば
、
時
出
品

非
が
あ
る
ま
い

k
m晶
ふ

ω
て
あ
る
。

仙
以
上
の
外
、
一
刷
助
H
A
袋
株
式
骨
祉
に
於
て
は
、
後
に
訓
点
る
が
如
〈
、
甲
位
式
に
依
る
制
叫
刊
の
分
業
方
訟
を
川
ゐ
で
ゐ
る
が
た
め
、
作
業
調

仰
上
町
主
製
な
る
二
古
来
が
あ
り
、
又
養
成
工
の
敬
育
訓
練
字
、
此
物
の
整
瑚
血
γ

に
就
て
特
別
の
技
能
を
有
つ
事
門
家
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
川
見
に

は
附
凶
事
業
と
し
て
祇
山
県
匙
、
山
由
告
看
板
制
配
地
需
の
作
業
が
吋
此
り
の
訊
位
を
山
め
つ
L

あ
る
の
で
あ
る
が
、
骨
L
川
九
都
は
.
凡
て
足
袋
製
込

山
工
程
に
面
接
刷
帽
の
仕
い
分
業
で
あ
る
か
ら
、
此
陛
に
ほ
地
勢
白
一
切
を
省
附
し
て
、
問
題
を
五
工
程
の
詑
明
に
出
る
こ
と
、
す
る
。

そ
こ
で
一
足
の
足
袋
は
如
何
に
し
て
出
来
上
る
か
ご
い
ふ
に
、
先
づ
入
雌
原
料
に
つ
き
股
省
な
る
検
査
を
憐

L
、
染
色
再
整
等
の
加
工
を
施
し
た
る
後
、
必
要
に
膳
じ
た
る
丈
別
に
之
を
械
断
し
、
仕
課
し
て
、
縫
工
場
に
配
占

付
す
る
、
こ
、
で
仕

k
を
蹴
仰
せ
る
己
、
再
除
査
を
し
て
、
愈
々
納
庫
の
運
び
Z
h
q
る
o

言
こ
ろ
E
此
等
の
段
階
の

中
、
品
も
主
要
な
る
段
階
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
(
裁
縫
及
び
之
に
引
絞
〈
仕
上
の
作
業
過
程
で
ゐ
つ

τ、
そ
の
前

は
底
い
・
意
味
に
於
て
準
備
過
裂
で
あ
り
、
そ

ω伎
は
も
は
や
作
業
期
間
〉
仔
島
田
島
に
属
す
る
過
税
で
は
な

ν
。

(
足
袋
の
製
諮
に
闘

L
て
も
.
他
の
多
(
の
場
合
に
お
け
る
ご
澗
じ
ゃ
う
に
、
生
産
期
間
は
作
業
期
間
d

一
致
し



な
ν
)
o

返
附
の
工
場
制
度
に
お
け
る
大
規
模
生
産

ω
分
業
正
雄
も
、
こ
の
主
要
部
分
た
る
縫
工
程
及
び
仕
上
工

稚
の
み
に
就

τ観
察
す
る
ご
き
は
、
そ
の
工
税
り
中
に
合
ま
る
、
諸
部
分
工
程
聞
の
分
業
が
、
多
〈
は
笛
時
の
手

A

ム
業
又
は
家
内
工
業
時
代
に
於
け
る
仕
立

ω
工
程
の
中
に
合
ま
る
、
諸
部
分
工
程
の
進
化
又
は
分
化
し
た
も
の
で

あ
る
が
た
め
、
そ
こ
に
我
々
は
、
省
時
に
於
り
る
諸
部
分
工
税
に
品
目
し
、
数
多
〈
の
性
質
上
又
は
技
術
上
の
類
似

又
は
同
一
を
後
見
す
る
-
」
ご
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
、
そ
の
前

ω準
備
過
程
及
び
仕
上
後
の
過
程
に
う

ντ
之
を
見
る
ピ
き
は
、
務
時
に
比
し
て
ぞ
の
分
業
の
性
質
が
若

L
r
具
、
り
、
及
び
そ
の
数
が
甚

L
〈
増
加
し

τ

ゐ
る
の
を
見
山
す
の
で
ゐ
る
。
京
都
市
内
に
散
在
す
る
二
三
の
足
袋
業
者
に
坑
て
五
三
a)
、
そ
の
縦
後
方
法
を
一
尋

む
て
見
る
正
、
そ
れ
は
手
工
業
ご
〈
E
E宮
司
件
。
自
己
の
一
稲
の
混
合
形
態
を
呈
し
て
居
り
、
従
っ
て
そ
の
分
業
方

訟
も
比
較
的
に
簡
暇
で
あ
る
。
印
も
彼
等
は
、
先
づ
彼
等

ω顧
客
先
に
供
給
す
る
仁
足
る
丈
の
原
料
を
よ
〈
/
¥

川
吟
味
し

τ只
入
れ
、
多
ー
は
白
山
本
に
於
て
裁
断
し
、
手
代
丁
維
の
類
を
以
て
毎
日
之
を
数
軒
の
叫
刑
制
職
先
(
詑
三
b
)

に
仕
向
け
、
二
三
の
仕
立
準
備
の
加
工
を
経
た
る
の
も
(
諒
一
-
一
午
、
故
後
仁
主
要
な
技
術
的
部
分
の
み
を
再
び
自
家

に
ぬ
も
家
ワ

t
裁
縫
[
、
仕
上
を
施
L
て
、
卸
又
は
小
史
仁
す
る
順
序
仁
な
っ
て
ゐ
る
o

に
か
ら
彼
等
の
製
造
に

於
て
は
、
高
々
二
十
の
部
分
工
杭
(
計
ニ
d
)
を
経
る
に
過
ぎ
な
レ
の
で
あ
っ
て
、
殊
じ
原
料
賀
入
か
ら
戯
断
に
至
る

土
で
1
A
υ

裁
断
か
ち
裁
縫
に
か
、
る
ま
で
の
間
の
手
数
が
、
殆
ん
ど
同
時
に
、
二
一
の
人
の
副
作
じ
て
片
付
吉
、

数
多

ω
分
業
方
法
に
依
る
の
必
要
が
極
め
工
少
な
い
(
J
-
一一e
)
O

(陸一一一
A
)

JMW
川
市
に
於
け
る
、
せ
に
字
、

ιち
ど
甲
、
b
A
γ
占

γ

り
大
中
小
三
判
白
足
公
い
何
に
ワ
き
尋
ね
た
ふ

L

こ
ろ
は
大
胞
に
品
目
て
一
致
し
て
ゐ
る
。

品
先
と
い
ふ
心
は
、
或
る
場
合
に
は
泊
出
自
民
家
山
内
叫
に
依
る
仕
中
に
つ
い

1

て
詰
ふ
こ
と
も
あ
る
が
、
多
{
は
白
，
刷
山

U

輸
入
が
自
家

(
註
Z
b
)

~\l: 

玉江

足
袋
山
製
匙
行
程

都
ニ
イ
一
一
を

(
部
一
蹴

R目
玉
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自註

苑

見
山
民
自
説
詰
訂
程

(
第
一
旗

第
二
十
三
谷

一
四
大

I!.IJ 
ノ、

に
於
て
自
己
り
機
制
E
佐
川

L
、
諸
方
而
上
り
の
社
主
を
多
却
に
引
畳
け
て
、

を
抽
出
と
す
る
も
白
弘
前
で
あ
る
。

一
定
白
加
工
聖
位
し
、
ぞ
の
山
高
山
に
よ
る
賃
州
酬
を
受
〈
る
と
と

(
桂
三

c
)

五
主
し
て
、
下
縫
ひ
、
凹
つ
縫
、
幽

H
絡
が
な
さ
る
λ

山
て
あ
る
が
、
時
に
は
先
付
、
魁

L
H可
を
長
け
刊
た
せ
る
こ

E
も
あ
る
。

(
註
宮
才
)
例
へ
ば
、
ぜ
に
や
に
於
て
は
次

ω如
〈
ど
あ
る
。

1
地
合
せ
・

2
枕
ち
、

3
峨
刊
、

4
下
給
。
、

5
四
つ
縫
、

O
M阻
止
め
、

7
受、

8

低
減
ち
、

9
庶
股
か
刊
誌
リ
、
日
北
刊
、
口
組

L
.
目
先
山
、
口
抗
L
、
叫
合
せ
、
日
目
的
、
日
袋
入
、
口
綿
入
、
凶
器
搬
、
都
位
、
制
部
内
技
術

的
右
而
(
例
へ
ば
、
沈
川
山
川
の
机
を
つ
け
る
如
き
)
等
々
。
向
岨
北
山
一
一
附
助
足
袋
株
式
命
祉
が
そ
の
帥
身
に
於
け
る
犬
正
同
年
九
百
時
白
部
位
工
程
蜘

は
究
中
川
〈
叫
鈴
せ
ら
れ
て

b
る
M
1
K
地
引
、

2
叫
断
、

3
穴
刷
、

4
畳
過
し
、

6
受
抑
、

6
受
検
、

7
甲
馳
、

8
地
能
、

9
池
辺
、
目
立
印
、

日
側
切
、
四
叫
川
曲
、
口
止
め
、

M
先
村
、
日
制
一
り
、
日
畑
出
、
げ
叫
肺
門
U

、
日
刊
辺
、
日
制
上
、
別
ア
イ
ロ
シ
、
別
磯
山
世
、
崎
市
吋

(註
E
e
)

紋
母
白
山
誌
に
於
て

U
、
球
色
、
も
拘
強
(
糊
刊
、
山
晒
年
)
も
、
山
市
県
上
っ
た
も
の
を
買
込
む
ζ

と
が
半
ろ
多
い
の
て
あ
る
か
ら
、
原
料

の
見
入
は
そ
山
ま
え
叫
剛
山
中
備
に
も
な
る
。
だ
か

L
組
幹
司
山
内
山
L
に
於
一
工
、
原
料
を
引
込
む
こ
と
λ

之
を
断
つ
こ
と
込
山
手
削
は
、
時
間
的
ド

も
山
古
川
的
に
も
直
接
続
い

τゐ
る
も

ω
と
見
て
よ
い
、
従
っ
て
そ
れ
は
多
政

ω
手
配
応
挺
と
ナ
る
仕
事
で
も
な
い
白
で
あ
る
か
ら
、
肌
志
上
削
山

さ
る
誌
が
加
き
分
哉
は
、
日
際
に
は
行
は
れ
る
除
地
が
な
い
。
引
上
山
市
耐
に
う
い
て
且
て
も
、
そ
れ
を
版
寵
す
る
に
車
る
ま
で
ゆ
作
誕
は
同
じ

く
批
L
て
簡
単
で
あ
る
o
例
へ
ば
光
由
主
民
し
と
に
つ
い
r

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
が
品
製
て
あ
る
が
、
共
白
他
の
作
業
に
づ
い
て
は
、
干
す
き
白

丁
枇
が
諦
組
。
雑
伎
に
斌
h
H

て
そ
れ
を
行
ふ
が
如
き
で
あ
る
。

此
等
の
問
題
に
つ
き
、
一
脈
史
的
の
順
序
に
従
つ
℃
そ
の
後
誕
の
跡
を
胸
部
ね
る
こ
ご
は
、
亦
著
[
〈
川
一
味
ゐ
る
こ

正
に
は
漣
ひ
な
い
が
、
今
川
相
く
之
を
拍
話
、
此
蕗
に
は
、
今
日
の
資
本
家
的
生
産
方
法
に
よ
る
工
場
内

ω
分
業
の

み
の
観
察
を
、
紛
け
る
司
】
ご
を
目
的
正
す
る
o

ご

ζ

ろ
で
、

そ
の
前
に
一
言
断
つ

τ泣
か
な
り
引
ば
な
ら
ぬ
の
は
、

此
等

ωvr一
程
仇
り
記
遁
は

凡
t
緬
助
足
袋

株
式
曾
枇

ωみ
の
現
献
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ョ
乙
で
あ
る
。
し
か
の
み
な
ら
守
、

ニ
の
曾
剥

ωみ
に
つ
い

τ
い
ム
も
、

ヨ￡正 I 三勾能事M~'í1吋I詰 2I6ril叩 l岨基I!時6) 



そ
の
現
在
の
紋
態
に
於
工
は
、
ま
に

1
¥各
方
面
に
一
旦
っ
て
諸
積
の
「
試
み
」
の
時
代
で
ゐ
る
が
た
め
、
品
、
り
H
T
業

方
法
の
一
鮎
に
つ
い
じ
も
向
多
く
の
「
試
み
」
が
存
し
て
ゐ
る
(
諮
問
)
。
次
に
通
ぶ
る
三
こ
み
の
も
の
は
、
主
正
し
て

此
等
の
諸
刺
市
山
一
「
試
み
」
の
中
、
最
近
の
「
試
み
」
ご
し
て
現
在
同
曾
耐
の
工
税
に
重
き
を
潟
せ
る
も
の
、
説
明
で
あ

っ
て
、
特
に
新
醤
雨
此
仰
の
作
業
が
併
存
し
て
ゐ
る
部
分
に
就
工
は
、
市
守
ら
新
ら
し
い
方
法
に
依
る
作
業
工
杭
に
お

目
し

τ
一
通

hρ
説
明
ぞ
加
へ
、
両
者
の
比
較
謝
照
に
閲
し
て
は
僅
か
に
之
を
隔
示
す
る
に

U
め
て
泣
い
た
。

(
控
四
)

後
に
早
位
式
仇
業
に
吾
川
品
す
る
場
合
に
明
に
な
る
て
あ
ち
ろ
が
、
叫
す
る
に
、
一
仙
の
械
杭
と
臨
も
作
柴
山
引
質
に
依
っ
て
中
々
路
町
に

仙
川
す
る
と
い
ふ
と
と
が
凶
蜘
て
あ
る
の
と
刷
様
、
一
円

J

の
分
業
制
度
も
、
似
り
に
弛
い
制
度
を
改
め
て
最
新
式
の
方
法
に
依
っ
た
場
合
で
あ
る

、、

ー
と
し
て
も
、
中
A
M品
ふ
加
な
H
制
止
に
到
詰
し
う
る
も
の

E
は
な
い
。
時
に
は
従
来
に
比
し
て
よ
り
よ
い
結
果
を
う
る
こ
と
さ
へ
間
航
な
と
と
が
腿

ん
あ
る
の
て
あ
る
か
ら
、
事
は
結
え
ざ
る
「
試
み
」
て
あ
る
。
肱
に
現
駅
に
於
け
る
足
公
白
拠
誼
は
、
そ
れ
が
槽
州
自
使
川
に
よ
る
最
新
由
工
場
制

止
住
と
あ
る
場
合
ご
さ
へ
も
、
未
だ
技
術
的
、
人
間
的
酪
拍
怖
を
多
分
に

ι却
と
す
る
耐
強
に
例
制
し
て
ゐ
る
白
て
あ
る
か
ら
、
勢
働
の
生
応
力
は

|
|
大
勢
に
於
て
は
釦
諭
拙
加
す
る
山
て
あ
る
が
l
1
1唱
に
甚

L
〈
醐
搭
的
ど
あ
る
。
だ
か
ら
一

4
し
た
人
的
又
は
物
的
山
崎
件
ポ
異
る
と
同
時

に
、
争
惜
の
柿
品
は
す
「
に
比
(
も
誕
〈
も
な
る
。
故
に
分
業
制
広
に
つ
い
て
之
を
百

L
也
、
僅
か
な
考
山
内
γ

按
町
由
γ

乃
主
は
改
革
-um
純
・
た
ず
行

は
れ
る
と
首
λ
と
と
は
、
印
ち
組
え

γ
「
試
み
」
が
な
さ
れ
る
と
い

λ
乙
と
で
あ
っ
て
、
こ
山
一
組
え
ざ
る
「
試
み
」
が
見
も
角
も
常
に
獄
働
自
生
能
力

走
梢
加
す
る
た
め
に
]
夫
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
&
は
、
足
袋
製
』
迫
田
椋
仕
入
間
の
勢
働
を
直
接
要
求
す
る
こ
と
白
多
い
産
諜
に
あ
っ
て
は
、
他
の

産
業
部
門
に
於
吋
る
よ
り
も
、
柑
ー
々
嗣
唱
な
る
も
自
が
あ
る
と
思
ふ
の
マ
あ
る
。

側
々
の
部
分
工
程
に
つ
い
て

上
過
の
如
〈
、

足
袋
製
お
の
総
工
税
は
之
を
大
別
す
る
正
き
は
、
原
料
倉
庫
、
原
料
加
工
、
枇
断
、
裁
縫
、
仕

説

~U 

且
袋
の
拠
地
行
程

部
二
寸
三
谷

(
第
一
紘
一
凹
七
)

回
4ニ



iiil 

"， 

四
八

ド刊ノ、

足
袋
の
辿
止
血
行
也

第
二
十
三
谷

(
第
一
一
蹴

上
及
ひ
製
品
倉
庫
の
六
段
階
ご
し
て
考
へ
う
る
の
で
あ
b
、
此
等
を
夏
に
細
別
す
れ
ば
‘

た
れ
る
。
今
-
}
の
一
分
業
に
於
け
る
側
々
ゆ
部
川
町
工
程
い
ペ
そ
れ
ぞ
れ
幾
何
づ
、
の
仕
事
を
郎
任
l
て
ゐ
る
か
を
山

マ

来
る
に
り
簡
明
仁
記
越
し
て
泣
か
う
ご
且
ふ
o

)
 

1

原

料

倉

庫

(

入

庫

、

原

料

品

似

査

、

生

地

線

査

)

入
山
昭
O

仕
入
れ
た
原
料
比
地
圭
拍
又
は
色
か

ι山
ー
し
て
宕
仰
に
納
め
る
ζ

と
て
あ
る
、
州
政
や
反
動
を
動
へ
て
挫
「
亡
お
〈
必
硬
い
か
あ
る
。

原
料
俄
査
。
特
判
検
流
は
山
内
場
合
、
入
山
作
品
山
仙
叉
は
一
色
に
つ
告
、
そ
心
品
質
の
師
一
刊
£
富
山
良
併
を
雌
一
止
に
検
査
す
る
と
と

工
あ
る
。

凡

fIr五
山
り
分
業
に
H
T

HE
地
検
査
と
い
ふ
山
一
も
亦
M
品
川
崎
光
と
附
今
同
じ
仕
事
を
す
る
の
ど
あ
る
が
、
主
に
土
子
や
別
珍
等
に
つ
き
行
は
る
、
検
光

生

地

険

金

O

E
柑
し
て
斯
(
呼
ぶ
山
て
あ
っ
て
、
ハ
国
製
を
岳
部
解

v
t
染
色
白
工
合
山
γ

抗
山
市
制
等
を
仔
制
に
吟
味
す
る
と
と
に
あ
る
。

以
上
の
三
者
は
例

μ
も
原
料
倉
庫
内
に
て
行
は
一
。
、
分
業
で
あ
っ

τ、

山
技
川
が
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
を
捻
常
L
τ
ゐ
る
。

0
4
 

(
 

ぞ
の
一
隅
に
除
式
首
場
を
設
げ
、

rn 
1"1 

原
料
加
工

端
縫
、
片
而
湖
付
機
、
片
而
乾
燥
機
、
底
納
付
機
、
一
則
而
乾
燥
機
、

色
合
、

巾
倫
組
合
、

端
縫
、
巾
揃
機
)

』出
，t ~逢
JIl! 0 

iこ

杭 141
ι朴
"ヒ
!，r:，~ J也
畑山

付久

を反
す別
る tこ
にな
めつ
のず

詰t
rr i 
Lみ v
ごす

uζ 

山 崎

号~ri:~

1，. 
は"ト

ふ亡中、

4T 
?存
主!そ

， 
は t
，，-
U 白

土長
守さ
b r}) 

もy 

y d) 

ω て

~~j
Z戸 ω

1{， 
川チ

" b u: 
O ョ~

J血
"0 
1'< 

片
而
湖
付
機
、
及
び
片
而
佑
燥
機
c

心
一
端
が
制
制
(
呉
川
丈
)
せ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
そ
自
主
二
時
雌
棋
の
シ
リ
ン
ダ
ー
に
砕
き
込
ま
れ
る
仕
帯
に
な
っ
て
川
り
、
乾
燥
陣
。
シ

こ
心
一
州
機
材
は
直
「
描
級
す
る
世
世
に
枕
べ
て
附
置
さ
れ
て
ゐ
て
、
出
絡
を
さ
れ
た
民
い
利

リ
ン
グ
1
ω
川
を
除
A

に
告
か
れ
て
行
〈
川
に
恭
鉱
山
部
に
よ
り
辿
皮
に
乾
燥
を
y
け
、
繊
白
吐
い
締
腫
な
引
と

L
E
拙
柿
山
他
山
一
掛
か

II:J'JillJJ足袋株式合副計」日時制[且袋内知識J9百以 r'1芸I!fI



ら
止
量
出
さ
れ
る
o
そ
れ
は
そ
山
一
本
a
h

一
先
づ
泊
首
白
一
長
さ
又
は
各
反
毎
日
、
折
リ
晶
ま
れ
又
は
密
取
ら
れ
る
。

臨
に
う
い
て
は
、
持
両
糊
刊
機
及
び
件
面
乾
焼
柵
の
代
り
に
と
の
同
機
械
が
川
ひ
ら
れ
る
o
机
誌
も

低
湖
付
機
及
び
雨
而
乾
燥
機
。

阻
置
も
暗
ん

E
前
者
と
同
級
て
あ
る
。
た
ビ
底
は
雲
持
と
紋
羽
目
岡
生
地
を
貼
り
合
せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
副
而
に
糊
を
付
け
て
二
位
を

こ
れ
も
舟
越
常
旧
長
さ
戸
切
り
離
さ
れ
る

山山り
A

甘
せ
闘
而
の
乾
燥
柚
に
枇
け
る
必
逝
が
主
じ
て
来
る
o

こ
同
後
ョ
て

色
合
と
ヤ
ム
山
は
、
主
止
し

τま
生
地
に
つ
き
、
染
色
目
上
り
の
差
異
に
よ
り
、
例
ば
均
し
〈
紺
色
て
あ
る
に

れ
に
よ
り
、
時
轄

L
い
も
の
L

み
を
一
ま
と
め
に
集
め
る
と
と
を
言
ふ
の
で
あ
り
、
巾
検

色
合
M
A
ぴ
巾
倫
相
組
合
。

し
て
も
各
区
持
に
多
少
山
差
附
拾
が
あ
る
か

ι

組
合
と
い
ふ
山
口
、
各
止
地
に
づ
き
多
品
少
の
巾
山
不
揃
が
あ
る
か
ら
、
之
を
物
指
て
は
か
つ
て
時
一
定
。
も
の
同
志
を
仙
へ
集
め
る
こ
と

て
あ
る
u

か
〈

L
τ
組
合
せ
ら
れ
た
る
色

A
V
巾
由
一
定
の
も
の
に
就
き
、
之
を
再
び
端
縫
ふ
こ
と
に
よ
り
一
般
ぎ
の
民

端
縫
及
び
巾
揃
幾
O

2
2に

す
い
パ
そ
し
て
々
の
一
端
か
ら
、
徐
々
に
巾
揃
楠
江
崎
に
連
結
せ
よ
る
o
即
ち
ζ

心
掛
械
の
一
柿
に
は

14に
よ
り
生
地

を
訓
耐
ら
す
部
分
が
あ
り
、
引
蹴
い
て
布
が
械
械
の
ー
を
流
制
し
て
行
〈
川
に
、
下
方
か
ら
白
蒸
気
熱
と
槽
械
の
装
置
と
に
よ
明
、
衣
俸
に
引

き
張
ら
れ
て
乾
燥
せ
ら
れ
濯
に
一
定
内
巾
に
ま
で
引
伸
ば
さ
れ
、
機
叫
の
仙
の
一
端
か
ら
吐
出
さ
れ
る
に
至
る
o

と
れ
て
前
副

H
殺
が
終
つ

一
先
づ
此
俸
の
生
地
は
端
維
の
削
指
定
』
口
を
叫
に
出
し
て
、
形
の
削
〈
適
時
凶
の
長
さ
(
凡
そ
十
民
づ
L
)
に
折
り
読
む

L
れ

た
自
で
あ
る
か
ら

る。

)
 

3

裁
断

(
七
山
口
O

乙
れ
は
一
日
に
一
三
ば
械
断
の
準
備
て
あ
る
。
長
い
退
の
上
に
凡
そ
十
匹
の
生
地
を
一
反
づ
為
川
岱
に
引
仲
L
、
従
っ
て
凡
十

Z
F
M
一ω
?と
な
し
、
世
帯
、
り
手

1
5
A与

と
を
は
て
品
々
を
苧
の
ご
あ
る
ω

之
れ
は
蓄
の
と
き
に
生
地
が
に
じ
ら
ぬ
た
め
に
。

(
生
地
引
、
説
断
、
底
生
地
引
、
成
械
断

l

，

!

?

Z

自
明

杭
断
は
叫
附
叫
川
弘
山
泊
載
す
る
川
崎
に
従
っ
て
所
定
の
生
地
に
つ
き
所
定
の
紋
般
に
放
同
剛
す
る
の
ど
あ
る
c
言，
A

ま
て

t
む
(
官
叩
止
す

械
断
。に

よ
る
椛
闘
機
在
使
川
し
て
ゐ
る
。

↑
民
生
地
引
及
び
庇
裁
断
。

底
生
地
を
枇
断
す
る
た
凶
に
は
亦
底
は
民
地
引
を
川
ー
す
る
乙
と
、

t
挫
す
る
島
ー
と
同
政
て
あ
る
υ
叫
断
も
去

る:

現E

M

比
哉
の
梨
訟
行
間

第
二
イ
三
谷

(か一一拠

世i
JL 

胆l

" 



i詰

Jil包

足
作
況
の
製
造
行
但

第
二
十
三
番

士
山
市
一
挽

-五

O
)

。

生
地
U
A

は
事
止
地
を
械
附
す
る
場
合
と
金
〈
同
様
で
あ
る
。

( 4 ) 
a 

*ji 
ll¥ 
議

裁
陥
問
、
火
明
、
色
分
、
札
付
、

ρ

ギ
拙
刷
、
底
締
ひ
、
底
絡
協
開
査
、
裏
表
組
合
)

裁
陥
慨
。
裁
附
の
山
高
た
も
山
を
裁
断
体
川
市
而
白
文
別
及
び
政
治
主
間
合
し
、
抗
胸
白
検
査
品
却
を
錯
し
て
、
川
山
合
崎
品

E
縫
川
部
に
担

す
も
の
こ
あ
る
。

F、L
t町

叫
凪
と
は
、
内
刊
日
、
叩
峨
受
け
の
必
車
を
泊
す
穴
士
火
問
時
叫
に
依
り
、
一
定
の
世
世
に
凡
そ
二
十
赴
づ
i
h

明
け
る
の
ご
あ

色
分
。
乙
は
五
に
川
皆
足
段
目
み
に
r

れ
ふ
の
で
あ
っ
て
、
表
止
地
に
つ
き
此
物
を
制
ぺ
る
と
同
時
に
、
組
問
白
色
白
み
を
一
ま
と
め
に

集
め
合
は
す
も
山
と
あ
る
。

札

付

。

二

十

心

一

点

に

L
た
去
止
地
に
、
品
副
主
別
配
記
載

L
た
所
訓
エ
ア
(
1
手
心
貨
然
制
定
の
た
め
設
に
告
部
分
工
程
に
於
て
一

剖
づ
ミ
切
り
叫
ん
る
べ
き
も
の
)
を
結
び
付
け
る
。

ハ
ギ
他
。
之
は
主
と
し
て
畑
町
未
子
純
米
子
等

ω
上
物
に
つ
き
、
ハ

V
E甲
馳
の
円
い
て
ゐ
る
部
分
自
誕
生
地
に
縫
ひ
つ
け
る
の
と
あ
っ

て
、
ミ
シ
ン
機
枇
に
快
る
作
業
ど
あ
る
。

底
絡
及
び
底
絡
協
慨
査
。

之
を
二
十
日
ん
一
京
に

L
て
川
給
係
が
集
め
る
叫
に
、

底
の
世
心
部
分
は
綻
び
易
い
蕗
て
あ
る
か
ら
、

4
が
絞
刊
げ
自
様
刊
に
締
ミ
シ
ソ
に
依
う
て
桁
ふ
山
で
あ
リ
、

一
胞
の
検
査
を
す
る
。

川
誠
表
組
合
。
例
へ
ば
中
立
が
朱
子
な
ら
ば
市
北
に
は
上
ネ
ル
走
付
け
る
と
い
ふ
が
如
〈
、
友
生
地
に
組
合
し
た
山
抑
止
岨
を
叩
し
、
日
内
仰
と

〈
、

外
仰
と
山
政
z
q
」
揃
へ
て
、
二
十
巴
一
点
り
の
川
(
足
に
於
て
ほ

E
除
い
た
他
心
部
分
)
丈
心
組
合
を
刊
る
の
で
あ
る
。

b
、

裁

縫

(

前

遇

、

前

押

、

論

険

、

馳

付

、

地

縫

、

地

返

、

地

返

放

語

、

立

甲

、

側

切

、

側

返

、

側

鋭

、

馳

除

、

九

止

、

先

付

縫

出

、

先

付

、

先

検

・

廻

hJ
、

廻

り

切

、

絡

ひ

、

糸

切

)



論
遇
。
一
子
足
一
束
り
由
一
も
の
上
り
、
内
脚

E
引
出
し
、
之
に
丈
夫
な
木
棉
市
古
布
)
在
量
両
よ

U
常
て

Mmq
世
帯
ら
手
工
に
依
っ
て

前
紳

E
品
開
め
明
け
ら
れ
た
る
穴
に
過
し
て
行
〈
仕
事
て
あ
る
。

辻問…抑
o

筒
柿
を
泊
し
た
も
の
を
ミ
シ
ン
の
特
珠
の
描
械
装
置
に
よ
り
前
線
の
土
を
市
式
市
か
ら
仰
へ
て
長
方
略
に
縫
酢
処
り
、
前
赫
が
丘

つ
れ
自
践
に
止
め
る
も
白
て
あ
る
。

荷
量
U

以
」
の
二
1
程

ω
検
べ
を
な
す
も
白
で
あ
る
。

M
U
M
o

前
泊
、
北
品
川
、
政
相
等
は
内
仰
に
施
き
る
与
作
業
て
あ
る
が
、
と
れ
は
川
市
i

甲
組
定
村
け
る
忙
剖

CJ10
こ
L

ど
は
所
川

町
同
州

rり
ミ
シ
ン
主
川
ひ
一
往
復
に
よ
っ
て
、
同
じ
場
所
を
二
阿
紘
λ
子
取
を
省
き
上
り
尚
い
佑
半
を
あ
げ
て
ゐ
る
ι

山

十

立

は

人

も

す

如

〈

、

内

叩

「

喪

主

)

と

外

川

A
T
g
k及
び
底
竺
一
一

Z縫
合
位
す
こ
去
に
よ
り
、
山
車
上
る
の
ど
あ

t
p、

今
野
と
と
は
?
?
、
ー
と
升
仰
と
は
叩
縫
に
上
つ
C
縫
合
ほ
さ
れ
る

o
f此

虎
に
地
縫
と
い
ふ
は
、
内
抑
止

A
ベ

こ
山
町
て
叩
川
町
M
列
山
部
分
に
つ
き
柚
臨
め
ミ
シ
ン
に
依
ワ
て
告
別
に
去
と
必
と
を
統
合
せ
て
お
〈
作
業
て
あ
る
O
(
尤
私
外
川
は
そ
の
一
叩
油

断
川
叩
幽
村
主
に
総
合
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
部
佐
伯
み
は
泣
ね
て
経
ふ
と
と
止
し
な
日
)
と
の
刊
業
は
泊
常
二
寸
足
型
蹴
に
行
は

レ
〉
。

3
1
1

こ
れ
は
叩
縫
手
術
と
し
て
、
地
縫
の
山
市
州
ー
た
内
仰
を
似
つ
て
去
一
唱
し
、
外
仰
は
切
り
刷
、
て

'Z自
足
を
分
け
、
外
仰
の

ι

J

J止
と
の
川
え
さ
品
ー
し
た
内
川
E
挟
ん
で
、
凹
ワ
に
さ
い

'Lる
も
心
で
あ
る
、
こ
れ
は
住
吉
刊
即
日
1
椛
械
的
前
川
が
同
刊
酬
な
た
M

か
、
世
帯
b
千
1
に
依
っ
て
行
は
れ
る
。

地
返
数

t

日
o

こ
れ
は
多
〈
は
地
返
主
同
」
入
が
針
。
て
ゐ
る

o
地
返
し
た
も
の
王
酎
を
そ
ろ
へ
る
仕
事
ピ
あ
る

o

立
川
T

O

I

地
挺
掛
り
も
由
ミ
川
由
説
口
を
揃
へ
て
一
定
の
縫
込
を
保
ち
つ
L

甲
縫
を
施
す
作
楽
で
あ
る
o
言
ふ
ま
で
も
な
〈
ミ
シ
ン
機
械

を
山
田
川
し
て
ゐ
る
。

ー
で
あ
る
。
側
切
、
と
い
ふ
白
は
叩
縫

E
組
た
二
十
日
且
辿
続
山
り
も
り
を
側
々
に
切
り
叫
し
、
之
れ

E
二
寸

側
切
及
び
側
返
ο

足
把
り
と
し
に
か

U
げ
る
心
て
あ
り
、
盟
と
い
ふ
の
は
、
之
を
主
主
し
て
叩
雌
付
心
部
分
。
上
下
山
内
在
剖
尖

c
f一

を
引
山
す

仕
事
て
あ
る
。
こ
心
}
一

2
1刊

日
は
需
品
が
若
唱
し
〈
速
い
た
め
所
訓
単
位
式
作
業
に
於
て
は
温
情
同
一
人
主
持
っ
て
ゐ
る
c

川
門
市
O

側
鋭
は
側
抵
消
山
も
の
、
珠
に
周
期
川
荷
物
(
制
は
悲
山
町
紗
誕
)
に

H
き
事
而
か
ら
織
の
よ
ら
ぬ
様
四
四
を
慌
て
る
も
山
て
あ
る
o

f
ヰ
れ
は
川
主
に
歪
っ
て
輯
に
加
へ
ら
れ
た
作
業
の
一
っ
て
外
あ
る
(
防
市
早
川
世
式
に
持
て
)

詰t

耳H

且
公
山
川
射
能
行
担

第
三
十
一
一
一
巻

(
第
一
抗
一
五
一
)



首t

現包

足
袋
自
製
品
同
行
程

第
二
十
三
谷

(
第
一
一
批

'n 

) 

五

馳
除
。
髄
付
作
業
の
検
査
で
あ
る
。

九
止
。
内
仰
比
と
外
川
尻
止
に
あ
る
「
キ
ザ
」
を
合
せ
、
表
側
よ
り
随
の
と
こ
ろ
へ
丸
{
縫
止
め
る
小
刀
法
て
あ
る
。
叫
上
て
側
白
作
業
は

大
略
絡
ワ
た
こ
具
』
に
な
る
。
止
に
は
愈
々
側
に
底
を
縫
ひ
合
せ
る
何
事
v
h

入
品
。

先
付
縫
出
o

駕
式
心
作
業
に
於

τは
、
側
に
底
を
組
合
せ
て
や
る
仕
事
が
品
川
訟
で
あ
っ
た
。
先
日
町
経
由
は
之
れ
で
あ
る
o
所
前
四
半
位
式

に
よ
る
作
業
に
於
て
位
政
品
且
へ
ら
れ
た
配
給
益
に
、
最
初
か
ら
配
給
せ
ら
れ
E
ゐ
る
も
の
を
工
手
出
撮
っ
て
能
。
骨
せ
る
。

先
付
o

側
に
、
底
給
ひ
済
み
山
底
を
縫
付
け
る
引
事
て
あ
る
。
そ

ω
縫
村
山
組
問
は
、
土
畑
山
根
元
か
ら
恕
刊
の
以
元
日
亘
る
山
川
市
白

曲
線
て
あ
る
。
先
づ
底
と
側
一
と
を
適
岱
に
合
せ
、
工
干
の
指
先
山
口
技
術
と
機
拙
と
の
作
肌
に
依
り
、
縫
ひ
か
ピ
り
棚
械
に
従
っ
て
、
「
イ

セ
」
(
ヒ
ダ
)
を
凹
相
及
び
一
指
白
各
先
端
に
於
て
枇
大
な
ら
し
む
る
禄
巧
に
ヒ
ダ
を
取
り
つ
土
給
廻
る
り
で
あ
る
。
こ
の
刊
業
は
品
一
品
目

熟
練
を
必
裂
と
し
、
ー
の
縫
方
自
巧
捌
に
よ
り
製
品
の
良
一
什
が
蚊
れ
る
と
と
に
な
る
山
で
あ
る
か
ら
、
技
術
ー
よ
り
見
て
も
こ
れ
は
品
も

主
却
な
る
工
程
で
あ
る
。

先
検
o

先
刊
の
検
査
一
て
あ
る
が
新
式
の
仕
草
に
於
て
は
之
念
省
略
し
て
趨
一
川
検
査
人
を
用
ふ
る
。

廻

り

o

先
日
が
時
め
ば
今
度
は
時
間
る
部
昔
、
卸
ち
m
品
川
叫
リ
を
結
P
A
O

と
れ
は
姐
り
ξ

シ
y
を
川
ひ
て
、
二
十
足
挫
簡
に
て
行
L
。
布
が

摺
っ
た
り
引
き
ワ
ミ
た
り
せ
由
様
松
山
比
上
〈
縫
ふ
た
め
に
は
之
叶
抑
制
叫
技
術
を
裂
す
る
作
業
て
あ
る
。

廻
り
切
。
二
十
日
北
連
続
に
で
縫
付
け
ら
れ
た
る
も
の
を
個
々
に
切
り
雌
し
て
二
十
日
必
把
り
に
す
る
役
目
で
あ
る
。
至
柚
簡
単
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
例
に
よ
っ
て
喧
位
式
に
於
て
は
後
述
辛
切
が
之
を
措
ね
て
行
ふ
。

絡
ひ
O

締
び
ミ
シ
ン
に
依
り
、
組
縫
白
紘
が
綻
び
白
川
棋
市
況
に
制
代
に
絡
世
相
る
作
業
て
あ
る
。

紙
切
。
以
上
で
載
経
は
時
完
了
し
た
白
て
あ
る
が
、
耐
側
及
び
此
由
刷
悶
に
は
赫
加
が
附
着
し
て
ゐ
る
か
え
之
を
結
盟
に
切
取
り
、

掃
除
を
す
る
役
目
て
あ
る
。

( 5 ) 
f¥: il: 
上る返 仕

上

(
仕
返
、
仕
上
、

ア
イ
ロ
ジ
叉
は
グ
ラ
ジ
、
磯
谷
、
箱
入
、
倹
査
、
箱
東
h
J
、
入
庫
)

裁
縫
の
ー
平
っ
た
足
袋
を
、
竹
及
刊
日
提
悼
の
如
奇
世
品
(
所
訓
返
し
μ
1
)
を
用
ひ
て
専
ら
手
先
の
作
川
に
よ
り
表
抵
し
を
す
る
こ
と
で
あ

仕
遮
械
の
足
品
高
山
内
部
へ
文
監
に
肱
じ
た
木
型
を
入
れ
、
先
付
、
担
り
、
立
川
川
等
の
縫
誌
の
布
を
外
部
よ
り
木
槌
を
川
っ
て
充
分
叩



を
こ
な
し
て
且
脳
り
の
良
い
様
に

L
、
備
熟
練
し
た
手
先
山
加
減
て
一
定
由
格
好
に
帥
め
上
げ
る
も
由
で
あ
る
。

ア
イ
ロ
ン
又
は
ブ
ラ
シ
ュ
。
自
足
袋
に
は
電
民
ア
イ
ロ
ン
に
て
裏
去
の
小
織
の
無
い
様
充
分
に
醐
を
あ
て
、
紺
、
北
子
、
別
珍
に
は

凡
て
プ
ラ
シ
ユ
掛
て
故
山
柿
除
を
す
る
。

凝
容
O

己
れ
は
足
公
山
内
仰
山
部
分
を
内
側
に
し
て
折
返
し
、
耐
足
共
そ
心
件
仰
が
外
側
に
山
る
械
に
抱
き
合
は
せ
、
そ
山
上
に
レ
ッ
テ
ル

l

f

i
付
け
文
般
を
か
い
1

た
机
机
(
硝
)
を
巻
刊
け
、
一
定
の
紙
袋
に
一
且
づ
ia

納
め
る
。

お
H

入
o

磯
谷
川
抽
枯
れ
ば
、
一
h
足
入
叉
は
寸
且
入
の
紺
に
夫
々
納
め
、
積
如
、
文
監
等
凸
レ
ヅ
ア
ル
を
箱
に
貼
リ
付
け
る
r

M
i
u
c

此
等
心
付
制
。
乞
檎
査
場
に
叩
叫
ん
て
、
比
庖
て
、
箱
仙
一
レ
ッ
テ
ル
と
そ
の
内
持
と
が
骨
晶
子
レ
て
ゐ
る
か
否

Z
検
べ
る
。

い引い

U
b
o

古
田
検
事
誌
の
仰
に
加
を
か
げ
て
枯
へ
る
仕
事
て
あ
る

o
こ
れ
は
検
査
と
何
一
白
机
心
上
て
行
は
れ
る
。

リ

出

。

検

査

坊

は

高

山

入

日

に

設

げ

ら

れ

て

ゐ

る

か

ら

、

車

窓

す

掛

む

も

の

を

主

毎

日

ま

て

号

、

r
tを

古
川
内

ω

一
止
の
棚
に
蛙
岨
し
て
並
へ
る
担
事
て
あ
る
。

川

製

品

倉

庫

(

荷

揃

、

初

除

、

(
者
前
O

誕
輸
訟
や
り
資
行
す
る
山
荷
悼
訴
に
依
り
、
品
税
杭
別
世
制
へ
て
検
査
場
主
て
搬
ん
て
咋
る
。

柏
駅
及
び
再
品
開
。
葉
坊
に
す
れ
た
製
品
目
上
に
世
か
れ
た
叫
訴
え
そ
心
製
品
と
で
一
致
し
て
ゐ
る
か
一
一
か
を
検
古
人
が
見
て

担
る
こ
と
を
言
ひ
、
そ
れ
を
丁
主
に
官
る
た
め
、
異
な
る
人
が
前
後
に
一
H
一
リ
柿
合
二
度
同
じ
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
(
ゐ
る

o

H
苛
比
は
O

別
に
山
柑
統
計
と
い
ふ
も
白
が
あ
る
、
之
部
は
と
も
に
、
辿
輸
謀
の
事
務
所
に
で
行
は
れ
る
事
務
山
一
部
で
あ
る
c

ん
相
ん
山
此
山
山
山
荷
。
一
ヱ
ま
て
も
な
〈
密
主
荷
匙
を
し
て
制
を
か
け
搬
び
山
す
手
績
で
あ
る
。

i
i

以
上
を
以
て
凡
五
十
五
の
部
分
工
桂

ω一
個
身
に
就
き
、
説
明

ω蹴
略
を
終
へ
た
積
ム
り
で
ゐ
る
o

次
に
は
此
笥

の
佃
々
の
部
分
工
科
間
的
漣
絡
。
郎
も
稿
具
健
的
な
る
工
程
叫
順
序
に
就
い
て
御
袋
す
る
で
あ
ら
う

o

再
検
、

出
荷
札
取
、

荷
造
、

出
荷
)

高t

苑

足
袋
山
製
造
行
程

弟
二

1
E
巻

(
持
一
一
腕

一

E
=一

)

"' 


